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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上収益 営業利益 税引前利益 当期利益
親会社の所有者に
帰属する当期利益

当期包括利益
合計額

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期 73,515 34.9 1,262 △79.2 3,944 △25.8 101,706 － 101,548 － 88,605 －

2021年12月期 54,481 － 6,068 － 5,315 － 6,595 － 5,115 － 7,876 －

基本的１株当たり
当期利益

希薄化後
１株当たり当期利益

親会社所有者帰属持分
当期利益率

資産合計
税引前利益率

売上収益
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年12月期 2,848.36 2,845.48 66.9 1.4 1.7

2021年12月期 143.58 140.64 4.7 2.1 11.1

（参考）持分法による投資損益 2022年12月期 △2,286百万円 2021年12月期 △248百万円

事業EBITDA 2022年12月期 11,367百万円（5.8％） 2021年12月期 10,739百万円（－％）

資産合計 資本合計
親会社の所有者に

帰属する持分
親会社所有者
帰属持分比率

１株当たり親会社
所有者帰属持分

百万円 百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年12月期 307,257 192,869 192,518 62.7 5,398.85

2021年12月期 264,141 126,736 111,024 42.0 3,115.45

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2022年12月期 11,738 93,391 △47,586 96,436

2021年12月期 3,907 △40,460 4,275 38,141

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

親会社所有者
帰属持分配当
率（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年12月期 － 14.00 － 184.00 198.00 7,055 137.9 6.5

2022年12月期 － 21.00 － 131.00 152.00 5,419 5.3 3.6

2023年12月期(予想) － 24.00 － 25.00 49.00 40.6

１．2022年12月期の連結業績（2022年１月１日～2022年12月31日）

（注）１　事業EBITDA＝営業利益±その他の収益・費用＋減価償却費及び償却費（使用権資産の減価償却費を除く）
２　当社は、2020年12月期より決算期を３月31日から12月31日に変更いたしました。これに伴い、2021年12月期

（2021年１月１日から2021年12月31日）と、比較対象となる2020年12月期（2020年４月１日から2020年12月31
日）の期間が異なるため、2021年12月期の対前期増減率は記載しておりません。

３　2022年12月期において、株式会社ＪＭＤＣの一部株式譲渡により、医療情報に関する事業を非継続事業に分類
しております。これにより非継続事業からの利益は、連結損益計算書上、継続事業と区分して表示しておりま
す。これに伴い、売上収益、営業利益、税引前利益、事業EBITDAは、継続事業の金額を表示しております。な
お、2021年12月期についても同様に組替えて表示しております。

４　2022年12月期において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、2021年12月期に係る各数値に
ついては、暫定的な会計処理の確定の内容を反映させております。

（２）連結財政状態

（注）　2022年12月期において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、2021年12月期に係る各数値につ
いては、暫定的な会計処理の確定の内容を反映させております。

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

（注）１　2021年12月期期末配当金の内訳　　普通配当　24円00銭　特別配当　160円00銭
２　2022年12月期期末配当金の内訳　　普通配当　21円00銭　特別配当　110円00銭



（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上収益 営業利益 税引前利益
親会社の所有者に
帰属する当期利益

基本的１株当たり
当期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 35,800 13.5 2,400 △26.6 1,900 △60.0 1,200 △98.8 33.65

通期 80,000 8.8 7,600 502.0 6,600 67.3 4,300 △95.8 120.59

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年12月期 36,190,872株 2021年12月期 36,190,872株

②  期末自己株式数 2022年12月期 533,341株 2021年12月期 556,885株

③  期中平均株式数 2022年12月期 35,651,769株 2021年12月期 35,629,019株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期 － － △2,277 － 6,195 502.2 77,780 －

2021年12月期 － － △854 － 1,028 － 791 －

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2022年12月期 2,181.68 －

2021年12月期 22.20 22.19

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年12月期 265,218 176,393 66.5 4,946.63

2021年12月期 131,783 83,145 63.1 2,333.08

（参考）自己資本 2022年12月期 176,384百万円 2021年12月期 83,137百万円

３．2023年12月期の連結業績予想（2023年１月１日～2023年12月31日）

（参考）事業EBITDA　2023年12月期（予想）　12,400百万円（9.1％）

※  注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：有

新規  －社  （社名）－、除外  1社  （社名）株式会社ＪＭＤＣ

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

①  ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更：無

②  ①以外の会計方針の変更                ：無

③  会計上の見積りの変更                  ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

（参考）個別業績の概要

2022年12月期の個別業績（2022年１月１日～2022年12月31日）

（２）個別財政状態

（注）１　個別業績における財務数値については、日本基準に基づいております。
２　当社は、2020年12月期より決算期を３月31日から12月31日に変更いたしました。これに伴い、2021年12月期

（2021年１月１日から2021年12月31日）と、比較対象となる2020年12月期（2020年４月１日から2020年12月31
日）の期間が異なるため、2021年12月期の対前期増減率は記載しておりません。

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業

績予想に関連する事項については、添付資料の６ページ「１．経営成績等の概況　（４）今後の見通し」をご参照

ください。

（決算説明会について）

　当社は、2023年２月16日(木)にアナリスト・機関投資家の皆様を対象とした決算説明動画を配信する予定です。

　この動画は、お申し込みいただきましたアナリスト・機関投資家の皆様のみ視聴できる専用ページで配信いたし

ます。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(自　2021年１月１日
至　2021年12月31日)

当連結会計年度
(自　2022年１月１日
至　2022年12月31日)

前年同期比

売上収益 54,481 73,515 19,034 (34.9％)

事業EBITDA（注） 10,739 11,367 628 (5.8％)

営業利益 6,068 1,262 △4,806 (△79.2％)

税引前当期利益 5,315 3,944 △1,370 (△25.8％)

親会社の所有者に帰属する当期利益 5,115 101,548 96,433 (－％)

基本的１株当たり当期利益（円） 143.58 2,848.36 2,704.78 (－％)

１．経営成績等の概況

　当社グループは、資本市場における財務諸表の国際的な比較可能性の向上、及びグループ内での会計処理の統一など

を目的とし、2016年３月期から従来の日本基準に替えて国際会計基準（以下「IFRS」という。）を任意適用しておりま

す。

　またIFRSでは、既に処分されたか又は売却目的保有に分類された事業について、非継続事業として区分することとさ

れております。そのため、当連結会計年度及び前連結会計年度の「売上収益」、「営業利益」及び「税引前当期利益」

には、非継続事業を差し引いた継続事業から生じた金額を表示しております。

（１）当期の経営成績の概況

　2022年２月25日に「ヘルスケア」セグメントのうち医療情報に関する事業を担っていた株式会社ＪＭＤＣ（以下

「ＪＭＤＣ」という。）の株式の一部を譲渡し連結の範囲から除外し、コア事業である「ものづくり」事業の収益

力・組織力の強化に集中的に取り組む基盤を作ってまいりました。ＪＭＤＣの連結除外を機に「ヘルスケア」セグメ

ントを廃止し、「ものづくり」セグメントの内訳であった「部品・材料」「音響機器関連」また従来の「ヘルスケ

ア」セグメントに属していた医療検査に関する事業はその重要性から「その他」とした、３つの報告セグメントに変

更しております。

　当連結会計年度における事業の状況は、以下のとおりであります。

　なお、当連結会計年度にＪＭＤＣとその子会社を非継続事業に分類したこと、PEAG, LLC dba JLab Audio（以下

「ＪＬａｂ」という。）の企業結合に係る取得対価の配分が完了したことにより、前連結会計年度の各数値は修正再

表示しております。

（注）　事業EBITDA＝営業利益±その他の収益・費用＋減価償却費及び償却費（使用権資産の減価償却費を除く）

（売上収益）

　2021年５月に「音響機器関連」事業にＪＬａｂが加入したこと、またDJ機器については欧米の需要回復により増収

となったこと、「部品・材料」事業においても引き続きＭＩＭ事業の顧客の生産調整等のマイナス影響を受けている

ものの、ペン先事業においては順調に販売が伸びたことにより増収となり、売上収益は735億15百万円（前年同期比

34.9％増）となりました。

（事業EBITDA）

　主として部材の調達コストや、原油の高騰等による光熱費が前年同期に比較し増加したこと、また欧州における関

税区分の指導通知を受け、追加の関税費用を保守的に３年分見積ったため原価率が悪化しました。また、将来のため

の投資（研究開発、生産体制の強化等）はおおむね予定通りに実行しており、その結果事業EBITDAは113億67百万円

（前年同期比5.8％増）となり、増収による影響は限定的なものにとどまりました。

（営業利益）

　非金融資産の減損テストにおいて、米国金利上昇などに伴い、ＪＬａｂの株式価値の計算過程に用いる割引率が大

きく上昇しました。ＪＬａｂは、輸送リードタイムの長期化や輸送コストの高騰などの外部要因がある中でも、米国

市場において前年対比＋６％*1、米国外の市場では＋46％の成長をしており、コスト削減等にも取り組んでおります

が、主に割引率の上昇を受け、59億円の減損損失をその他の費用に計上し、営業利益は12億62百万円（前年同期比

79.2％減）となりました。

*1 出典：NPD Group, Inc。米国におけるトゥルーワイヤレスイヤホンのカテゴリにおける販売金額の対前期成長率
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(自　2021年１月１日
至　2021年12月31日)

当連結会計年度
(自　2022年１月１日
至　2022年12月31日)

前年同期比

売上収益
事業

EBITDA

事業
EBITDA

マージン
（％）

売上収益
事業

EBITDA

事業
EBITDA

マージン
（％）

売上収益
事業

EBITDA

事業
EBITDA
マージン
（pt）

ものづくり 部品・材料 12,282 4,185 34.1 12,717 3,718 29.2 434 △466 △4.8

音響機器関連 41,107 7,076 17.2 59,516 8,234 13.8 18,408 1,158 △3.4

合計 53,390 11,261 21.1 72,233 11,953 16.5 18,842 691 △4.5

その他 1,090 273 25.0 1,282 272 21.3 191 △0 △3.8

全社費用 － △795 － － △858 － － △63 －

（親会社の所有者に帰属する当期利益）

　ＪＭＤＣの株式の一部を譲渡したことにより、その売却益や再評価に関連する収益と関連する税金費用を非継続事

業からの当期利益に974億22百万円計上しました。また、主に外貨建ての金融資産の為替相場が大きく有利に働いた

ことによる金融収益を64億52百万円計上し、持分法投資の株価の市場価格の下落による減損損失相当の持分法投資損

失を20億64百万円計上しました。それらの結果、親会社の所有者に帰属する当期利益は1,015億48百万円（前年同期

は51億15百万円）となりました。

　セグメント別の経営成績は、以下のとおりであります。

　各セグメント別の売上収益は外部顧客への売上収益を記載しており、また、セグメント利益を表す事業EBITDAは営

業利益±その他の収益・費用＋減価償却費及び償却費（使用権資産の減価償却費を除く）の計算式で算出しておりま

す。

①　ものづくり（部品・材料）

　部品・材料事業においては、ＭＩＭについては販売先の在庫調整などの影響を受け前年対比が横ばいとなったもの

の、筆記においては堅調に販売は進捗し、増収となりました。しかし、物流コストの増加、原油高騰等に伴う電力料

金及び原材料の価格上昇などの外部環境の変化を受け、一部販売価格の見直しは開始しましたが、売上収益は127億

17百万円（前年同期比3.5％増）と増加したものの、事業EBITDAは37億18百万円（前年同期比11.1％減）と前年同期

と比べ４億66百万円の減益となりました。

②　ものづくり（音響機器関連）

　音響機器関連事業においては、2021年５月にＪＬａｂがグループに加入したこと、またAlphaTheta株式会社におい

ても強い需要に支えられ増収となりましたが、足元回復基調ではありますが期初からの世界的な物流の混乱の影響や

半導体不足等による調達難からマージンが低下していることに加え、欧州の関税区分の指導通知を受け、追加の関税

費用を保守的に見積ったことなどにより、売上収益は595億16百万円（前年同期比44.8％増）、事業EBITDAは82億34

百万円（前年同期比16.4％増）と前年同期と比べ11億58百万円の増益となりました。

③　その他

　その他の事業は、売上収益は12億82百万円（前年同期比17.6％増）、事業EBITDAは２億72百万円（前年同期比

0.1％減）と前年同期と比べほぼ横ばいとなりました。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当連結会計年度
(2022年12月31日)

対前連結会計年度
増減率(％)

資産合計 264,141 307,257 16.3

　流動資産 77,972 128,539 64.9

　非流動資産 186,168 178,717 △4.0

負債合計 137,404 114,388 △16.8

　流動負債 46,106 67,109 45.6

　非流動負債 91,298 47,278 △48.2

資本合計 126,736 192,869 52.2

　親会社の所有者に帰属する持分 111,024 192,518 73.4

　非支配持分 15,711 350 △97.8

（２）当期の財政状態の概況

　当連結会計年度末の資産合計は3,072億57百万円となり、前連結会計年度末と比較して431億16百万円増加いたしま

した。これは主としてＪＭＤＣの株式の一部を譲渡し連結の範囲から除外したことに伴う流動化及びその他の金融資

産として再評価したことによる増加であります。科目別の詳細は以下のとおりであります。

　なお、当連結会計年度にＪＬａｂの企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行ったことにより、前連結会計年度

の各数値は修正再表示しております。

　流動資産は、505億67百万円の増加となりました。これは主に現金及び現金同等物が582億95百万円増加し、売上債

権及びその他の債権が70億30百万円減少したことによるものであります。

　非流動資産は、74億50百万円の減少となりました。これは主にその他の金融資産が325億８百万円増加し、使用権

資産が57億73百万円、のれんが235億90百万円、無形資産が47億62百万円減少したことによるものであります。

　負債合計は230億16百万円の減少となりました。これは主に未払法人所得税が342億25百万円、繰延税金負債が65億

95百万円増加し、仕入債務及びその他の債務が69億86百万円、借入金（流動・非流動）が475億65百万円、契約負債

が31億68百万円、リース負債（流動・非流動）が58億５百万円減少したことによるものであります。

　資本合計は、661億33百万円の増加となりました。これは主に親会社の所有者に帰属する当期利益1,015億48百万円

等に伴って利益剰余金が943億15百万円増加し、その他の資本の構成要素が128億76百万円、非支配持分が153億60百

万円減少したことによるものであります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(自　2021年１月１日
至　2021年12月31日)

当連結会計年度
(自　2022年１月１日
至　2022年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,907 11,738

投資活動によるキャッシュ・フロー △40,460 93,391

財務活動によるキャッシュ・フロー 4,275 △47,586

現金及び現金同等物の為替変動による影響額 821 752

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △31,455 58,295

現金及び現金同等物の期末残高 38,141 96,436

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ582億95百

万円増加し、964億36百万円となりました。これは主としてＪＭＤＣの株式の一部を譲渡したことによる資金の増加

によるものです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは117億38百万円の資金の増加となりました。

　表示科目単位での資金の増加の主な要因は、非継続事業からの税引前当期利益1,471億75百万円、減価償却費及び

償却費52億51百万円、固定資産に係る損益59億34百万円となっております。資金の減少の主な要因は、子会社株式売

却益1,007億26百万円、投資有価証券評価益461億８百万円となっております。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは933億91百万円の資金の増加となりました。

　表示科目単位での資金の増加の主な要因は、連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による収入962億円となっ

ております。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは475億86百万円の資金の減少となりました。

　表示科目単位での資金の増加の主な要因は、長期借入れによる収入350億円となっております。資金の減少の主な

要因は、長期借入金の返済による支出750億44百万円となっております。
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米ドル ユーロ

為替レート（平均） 130円 132円

為替レート（期末） 130円 132円

（４）今後の見通し

（次期の見通し）

　次期も引き続き、基盤事業であるものづくり事業の成長に適切に投資していく計画であります。

　新型コロナウイルス感染症禍やウクライナ紛争などに伴う、金利上昇と購買力の減退により、不透明感が増してい

る状況ではありますが、事業を取り巻く様々な要因の最新の情報に基づき予想を作成しております。

　上記の結果、売上収益は800億円と8.8％程度伸長するものと見込んでおります。この売上収益の伸長に伴い、事業

EBITDA、営業利益とも伸長し、事業EBITDAは124億円、営業利益は76億円を見込んでおります。

　なお、次期第２四半期（上期）の見通しにつきましては、ものづくりセグメントにおける音響機器関連事業の売上

収益が下期に増加する傾向にあること等に伴い、売上収益は下期に比べて84億円少ない358億円（下期は売上収益442

億円）を見込んでおります。また、売上収益が下期に偏重していることにより、営業利益は下期に比べて28億円少な

い24億円（下期は営業利益52億円）を見込んでおります。

　これらにより、通期の連結業績につきましては、売上収益800億円、事業EBITDA124億円、営業利益76億円及び親会

社の所有者に帰属する当期利益43億円を予想しております。

　また、通期の連結業績予想における為替レートにつきましては、以下のとおりです。

　上記連結業績の予想については、国際会計基準（IFRS）での予想になります。

（利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当）

　当社グループは、株主に対する配当政策を重要施策のひとつと考えております。具体的には、長期的な経営基盤の

強化に努めるとともに、安定的・継続的に行う旨を基本としつつ、その実施にあたりましては、当期及び今後の経営

成績も勘案して総合的に決定することとしております。

　当連結会計年度決算におきましては、中間配当として１株当たり21円をお支払いし、また期末配当として１株当た

り131円（うち普通配当21円、特別配当110円）を実施することにいたしました。これにより、中間配当を含め年間配

当金は１株当たり152円、配当性向は5.3％となる予定でございます。

　次期の配当金につきましては、中期経営計画での目標のとおり、連結配当性向40％を目標とし、継続して安定的な

配当を目指していきたいと考えております。

　今後も株主の皆様にご満足していただけるよう、一層の企業価値の向上を図っていくと共に、株価の動向や財務状

況等を考慮しながら適切且つ機動的な対応を図ってまいりたいと考えております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、資本市場における財務諸表の国際的な比較可能性の向上、及びグループ内での会計処理の統一等を

目的とし、2016年３月期から従来の日本基準に替えて国際会計基準（IFRS）を任意適用しております。
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（単位：百万円）

注記
前連結会計年度

(2021年12月31日)
当連結会計年度

(2022年12月31日)

資産

流動資産

現金及び現金同等物 38,141 96,436

売上債権及びその他の債権 21,865 14,834

契約資産 9 －

未収還付法人税等 1,664 23

棚卸資産 14,638 16,107

その他の金融資産 529 386

その他の流動資産 1,122 750

流動資産合計 77,972 128,539

非流動資産

有形固定資産 9,361 7,314

使用権資産 8,663 2,889

のれん 72,179 48,589

無形資産 83,065 78,302

持分法で会計処理されている投資 4,536 2,630

退職給付に係る資産 324 303

その他の金融資産 4,561 37,069

繰延税金資産 3,262 1,574

その他の非流動資産 213 44

非流動資産合計 186,168 178,717

資産合計 264,141 307,257

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結財政状態計算書
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（単位：百万円）

注記
前連結会計年度

(2021年12月31日)
当連結会計年度

(2022年12月31日)

負債及び資本

負債

流動負債

仕入債務及びその他の債務 13,282 6,296

借入金 21,897 18,995

契約負債 3,377 208

リース負債 1,212 665

その他の金融負債 252 209

未払法人所得税 1,098 35,324

引当金 87 138

その他の流動負債 4,897 5,271

流動負債合計 46,106 67,109

非流動負債

借入金 73,721 29,058

リース負債 7,618 2,359

繰延税金負債 8,706 15,302

退職給付に係る負債 632 283

引当金 302 61

その他の非流動負債 317 213

非流動負債合計 91,298 47,278

負債合計 137,404 114,388

資本

資本金 7,025 7,025

資本剰余金 41,406 41,411

利益剰余金 63,522 157,838

自己株式 △1,169 △1,119

その他の資本の構成要素 239 △12,636

親会社の所有者に帰属する持分合計 111,024 192,518

非支配持分 15,711 350

資本合計 126,736 192,869

負債及び資本合計 264,141 307,257
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（単位：百万円）

注記
 前連結会計年度

(自　2021年１月１日
　至　2021年12月31日)

 当連結会計年度
(自　2022年１月１日
　至　2022年12月31日)

継続事業

売上収益 ４ 54,481 73,515

売上原価 △29,717 △43,986

売上総利益 24,763 29,529

販売費及び一般管理費 △17,839 △22,406

その他の収益 253 341

その他の費用 △1,109 △6,202

営業利益 6,068 1,262

持分法による投資損益 △248 △2,286

金融収益 1,027 6,767

金融費用 △1,532 △1,798

税引前当期利益 5,315 3,944

法人所得税費用 △887 209

継続事業からの当期利益 4,427 4,153

非継続事業

非継続事業からの当期利益 ６ 2,168 97,552

当期利益 6,595 101,706

当期利益の帰属：

親会社の所有者 5,115 101,548

非支配持分 1,480 157

１株当たり当期利益 ５

基本的１株当たり当期利益（円） 143.58 2,848.36

継続事業 124.23 116.27

非継続事業 19.35 2,732.09

希薄化後１株当たり当期利益（円） 140.64 2,845.48

継続事業 124.02 113.49

非継続事業 16.62 2,731.99

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書
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（単位：百万円）

注記
 前連結会計年度

(自　2021年１月１日
　至　2021年12月31日)

 当連結会計年度
(自　2022年１月１日
　至　2022年12月31日)

当期利益 6,595 101,706

その他の包括利益

純損益に振り替えられることのない項目

その他の包括利益を通じて測定する金融資

産の公正価値の純変動
119 △12,268

確定給付制度の再測定 48 8

持分法適用会社に対する持分相当額 77 －

純損益に振り替えられることのない項目

合計
245 △12,259

純損益に振り替えられる可能性のある項目

在外営業活動体の換算差額 1,034 △840

持分法適用会社に対する持分相当額 － △0

純損益に振り替えられる可能性のある項目

合計
1,034 △840

税引後その他の包括利益 1,280 △13,100

当期包括利益合計 7,876 88,605

当期包括利益合計の帰属：

親会社の所有者 6,396 88,448

非支配持分 1,480 157
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（単位：百万円）

注記

親会社の所有者に帰属する持分

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

その他の資本の構成要素

新株
予約権

その他の包括
利益を通じて
測定する金融
資産の公正価
値の純変動

当期首残高 7,025 41,379 59,136 △1,211 8 △717

当期利益 5,115

その他の包括利益 196

当期包括利益合計 － － 5,115 － － 196

非支配持分との取引等 28

配当金 △855

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 12 42

その他の包括利益から利益剰余金
への振替

126 △77

その他 △13

所有者との取引合計 － 26 △728 42 － △77

当期末残高 7,025 41,406 63,522 △1,169 8 △597

注記

親会社の所有者に帰属する持分

非支配
持分

資本合計
その他の資本の構成要素

合計
在外営業活動
体の換算差額

確定給付制度
の再測定

合計

当期首残高 △206 － △914 105,414 13,769 119,183

当期利益 － 5,115 1,480 6,595

その他の包括利益 1,034 48 1,280 1,280 1,280

当期包括利益合計 1,034 48 1,280 6,396 1,480 7,876

非支配持分との取引等 － 28 462 490

配当金 － △855 △855

自己株式の取得 － △0 △0

自己株式の処分 － 54 54

その他の包括利益から利益剰余金
への振替

△48 △126 － －

その他 － △13 △13

所有者との取引合計 － △48 △126 △785 462 △323

当期末残高 828 － 239 111,024 15,711 126,736

（３）連結持分変動計算書

前連結会計年度（自　2021年１月１日　至　2021年12月31日）
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（単位：百万円）

注記

親会社の所有者に帰属する持分

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

その他の資本の構成要素

新株
予約権

その他の包括
利益を通じて
測定する金融
資産の公正価
値の純変動

当期首残高 7,025 41,406 63,522 △1,169 8 △597

当期利益 101,548

その他の包括利益 △12,268

当期包括利益合計 － － 101,548 － － △12,268

非支配持分との取引等

配当金 △7,305

連結子会社の売却による減少 62 233

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 5 49

その他の包括利益から利益剰余金
への振替

8

その他 △0

所有者との取引合計 － 5 △7,233 49 － 233

当期末残高 7,025 41,411 157,838 △1,119 8 △12,633

注記

親会社の所有者に帰属する持分

非支配
持分

資本合計
その他の資本の構成要素

合計
在外営業活動
体の換算差額

確定給付制度
の再測定

合計

当期首残高 828 － 239 111,024 15,711 126,736

当期利益 － 101,548 157 101,706

その他の包括利益 △840 8 △13,100 △13,100 △13,100

当期包括利益合計 △840 8 △13,100 88,448 157 88,605

非支配持分との取引等 － － 90 90

配当金 － △7,305 △7,305

連結子会社の売却による減少 233 296 △15,609 △15,313

自己株式の取得 － △0 △0

自己株式の処分 － 54 54

その他の包括利益から利益剰余金
への振替

△8 △8 － －

その他 － △0 △0

所有者との取引合計 － △8 224 △6,954 △15,518 △22,472

当期末残高 △11 － △12,636 192,518 350 192,869

当連結会計年度（自　2022年１月１日　至　2022年12月31日）
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（単位：百万円）

注記
 前連結会計年度

(自　2021年１月１日
　至　2021年12月31日)

 当連結会計年度
(自　2022年１月１日
　至　2022年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期利益 5,315 3,944

非継続事業からの税引前当期利益 ６ 4,286 147,175

利益に対する調整項目

減価償却費及び償却費 6,001 5,251

固定資産に係る損益（△は益） 42 5,934

子会社株式売却損益（△は益） △9 △100,726

子会社清算損益（△は益） － 20

投資有価証券評価損益（△は益） － △46,108

金融収益 △1,070 △6,767

金融費用 1,719 1,808

持分法による投資損益（△は益） 248 2,286

その他 △26 △1,375

利益に対する調整項目合計 6,906 △139,675

小計 16,508 11,444

営業活動に係る資産・負債の増減

売上債権及びその他の債権の増減額

（△は増加）
△6,042 538

棚卸資産の増減額（△は増加） △2,762 85

仕入債務及びその他の債務の増減額

（△は減少）
3,375 △1,116

その他 499 1,102

営業活動に係る資産・負債の増減合計 △4,930 609

小計 11,577 12,054

利息及び配当金の受取額 97 305

利息の支払額 △1,115 △868

法人所得税費用の支払額及び還付額 △6,652 246

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,907 11,738

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △966 △1,202

有形固定資産の売却による収入 5 0

無形資産の取得による支出 △1,232 △755

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得に

よる支出
△38,923 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却に

よる収入
9 96,200

子会社の清算による支出 － △37

持分法で会計処理されている投資の取得によ

る支出
－ △380

その他の金融資産の取得による支出 △585 △817

その他の金融資産の売却及び償還による収入 1,335 453

その他 △102 △69

投資活動によるキャッシュ・フロー △40,460 93,391

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（単位：百万円）

注記
 前連結会計年度

(自　2021年１月１日
　至　2021年12月31日)

 当連結会計年度
(自　2022年１月１日
　至　2022年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 27,651 14,900

短期借入金の返済による支出 △35,222 △13,914

長期借入れによる収入 31,492 35,000

長期借入金の返済による支出 △17,407 △75,044

アレンジメントフィー等の支払額 △525 △455

配当金の支払額 △855 △7,305

リース負債の返済による支出 △1,313 △807

子会社新株予約権の行使による収入 454 39

非支配持分との取引による収入 1 1

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 4,275 △47,586

現金及び現金同等物の為替変動による影響額 821 752

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △31,455 58,295

現金及び現金同等物の期首残高 69,596 38,141

現金及び現金同等物の期末残高 38,141 96,436
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

１．報告企業

　ノーリツ鋼機株式会社（以下「当社」という。）は、日本国に所在する株式会社であります。本連結財務諸表は、

当社及び子会社（以下「当社グループ」という。）、並びに当社の関連会社に対する持分により構成されておりま

す。当社グループは、グローバルに通用する高い技術を活用したものづくり（部品・材料）事業、ものづくり（音響

機器関連）事業を主に行っております。当連結会計年度において、株式会社ＪＭＤＣ（以下「ＪＭＤＣ」という。）

の一部株式譲渡により、医療情報に関する事業を非継続事業に分類しております。それに伴い、「ヘルスケア」セグ

メントを廃止いたしました。事業の詳細は、注記「４．事業セグメント」に記載しております。当社グループの2022

年12月31日に終了する期間の連結財務諸表は、2023年２月14日開催の当社取締役会によって承認されております。

２．作成の基礎

(1) 連結財務諸表がIFRSに準拠している旨の記載

　当社グループの連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（1976年大蔵省令

第28号）第１条の２に掲げる「指定国際会計基準特定会社」の要件をすべて満たしていることから、同第93条の

規定により、国際会計基準（以下「IFRS」という。）に準拠して作成しております。

　当社グループは、2016年３月期からIFRSを適用しております。

(2) 測定の基礎

　当社グループの連結財務諸表は、注記「３．重要な会計方針」にて別途記載している場合を除き、取得原価を

基礎として作成しております。

(3) 機能通貨及び表示通貨

　当社グループの連結財務諸表は、当社の機能通貨である日本円を表示通貨としており、特に注釈のない限り、

百万円未満の端数を切り捨てて表示しております。

(4) 重要な会計上の見積り及び判断の利用

　連結財務諸表の作成において、経営者は、会計方針の適用並びに資産、負債、収益及び費用の報告額に影響を

及ぼす判断、見積り及び仮定の設定を行うことが要求されております。実際の業績はこれらの見積りとは異なる

場合があります。見積り及びその基礎となる仮定は継続して見直しております。会計上の見積りの見直しによる

影響は、その見積りを見直した会計期間及び将来の会計期間において認識しております。

　経営者が行った重要な見積り及び判断を行った項目で連結財務諸表の金額に重要な影響を与える見積り及び判

断項目は以下のとおりであります。

　のれん及び耐用年数を確定できない無形資産の減損（注記「３．重要な会計方針　(9) 非金融資産の減損」）

　のれんの減損の判断及び耐用年数を確定できない無形資産の減損金額を判断する際に、のれんが配分された又

は耐用年数を確定できない無形資産が属する資金生成単位グループの回収可能価額の見積りが必要となります。

　回収可能価額の見積りにあたり、資金生成単位グループにより生じることが予想される将来キャッシュ・フロ

ー及びその現在価値を算定するための割引率を見積っております。

　もし、資金生成単位グループにより生じると予想した将来キャッシュ・フローが減少した場合又は現在価値を

算定するための割引率が上昇した場合には減損損失が発生する可能性があります。

(5) 基準及び解釈指針の早期適用

　当社グループは、「投資者とその関連会社又は共同支配企業の間での資産の売却又は拠出」（IFRS第10号「連

結財務諸表」及びIAS第28号「関連会社及び共同支配企業に対する投資」の修正）を2020年３月期より早期適用

しております。

(6) 未適用の公表済み基準書及び解釈指針

　連結財務諸表の承認日までに新設又は改訂が行われた新基準書及び新解釈指針のうち、重要な影響があるもの

はありません。

- 15 -

ノーリツ鋼機株式会社(7744) 2022年12月期 決算短信



３．重要な会計方針

(1) 連結の基礎

①　子会社

　子会社とは、当社グループにより支配されている企業をいいます。その企業への関与により生じる変動リタ

ーンに対するエクスポージャー又は権利を有し、かつ、その企業に対するパワーによりそのリターンに影響を

及ぼす能力を有している場合、当社グループはその企業を支配しています。

　当社グループは投資先の議決権の過半数を有していなくても、他の議決権保有者との契約上の取決め、他の

契約上の取決めから生じる権利、事実上の支配等の要因を考慮してパワーを有すると判断することがありま

す。

　子会社の財務諸表は、支配を獲得した日から支配を喪失する日までの間、当社グループの連結財務諸表に含

まれております。

　連結子会社の決算日が連結決算日と異なる場合には、連結会計年度末日現在で実施した仮決算に基づく財務

諸表を使用しております。

　子会社が適用する会計方針が当社の適用する会計方針と異なる場合には、必要に応じて調整を行っておりま

す。

　連結財務諸表の作成にあたり、当社グループ間の債権債務残高及び取引、並びに当社グループ内の取引によ

って発生した未実現損益は消去しております。

　支配を喪失しない子会社の当社グループの所有持分の変動は、資本取引として会計処理しております。

　当社グループが子会社の支配を喪失する場合、処分損益は以下の差額として算定し、純損益で認識します。

　・受取対価の公正価値及び残存部分の公正価値の合計

　・子会社の資産（のれんを含む）、負債及び非支配持分の支配喪失時の帳簿価額

②　関連会社

　関連会社とは、当社グループが当該その企業の財務及び経営方針に対して重要な影響力を有しているもの

の、支配又は共同支配を有していない企業をいいます。関連会社に対する投資は、持分法を用いて会計処理し

ており、取得時に取得原価で認識しております。当社の投資には、取得時に認識したのれんが含まれておりま

す。

　連結財務諸表には、重要な影響力を有した日から重要な影響力を喪失する日までの純損益及びその他の包括

利益の当社の持分を認識し、投資額を修正しています。

　関連会社の損失に対する当社グループの持分相当額が当該会社に対する投資持分を超過するまで、当該持分

相当額は純損益に計上しております。さらなる超過額は、当該投資持分の帳簿価額をゼロまで減額し、当社グ

ループが関連会社に代わって債務（法的債務又は推定的債務）を負担する、又は支払いを行う場合を除き、損

失として認識しておりません。

③　共同支配企業

　共同支配企業とは、当社を含む複数の当事者により支配が共有され、重要な事業活動の意思決定に、支配を

共有している当事者の全員一致の合意を必要とする企業をいいます。共同支配企業への投資は、持分法を用い

て会計処理しております。

(2) 企業結合

　企業結合は、取得法を用いて会計処理しております。取得原価は、当社グループが移転した資産、当社グルー

プが引き受けた被取得企業の旧所有者の負債、偶発負債及び支配獲得日における当社グループが発行した資本性

金融商品の公正価値の合計として測定されます。取得原価と被取得企業の非支配持分の金額合計が、識別可能な

資産及び負債の公正価値の正味の金額を超過する場合は、連結財政状態計算書においてのれんとして計上してお

ります。また、下回る場合には、直ちに連結損益計算書において純損益として認識しております。

　企業結合が生じた期間の末日までに企業結合の当初の会計処理が完了していない場合には、暫定的な金額で会

計処理を行い、取得日から１年以内の測定期間において、暫定的な金額の修正を行います。

　なお、発生した取得関連費用は、発生時に費用処理しております。
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(3) 外貨換算

①　外貨建取引

　グループ内の各企業はそれぞれ独自の機能通貨を定めており、各企業の取引はその機能通貨により測定して

おります。

　外貨建取引は、取引日の直物為替レートを用いて機能通貨に換算しております。外貨建の貨幣性資産及び負

債は、期末日の直物為替レートにより機能通貨に換算しております。当該換算及び決済により生じる換算差額

は、純損益で認識しております。

　取得原価により測定する外貨建の非貨幣性資産及び負債は、取引日の直物為替レートにより機能通貨に換算

しております。公正価値により測定する外貨建の非貨幣性資産及び負債は、当該公正価値の算定日における直

物為替レートにより機能通貨に換算しております。非貨幣性資産及び負債の為替換算差額は、非貨幣性資産及

び負債に係る利得又は損失をその他の包括利益に認識する場合には、当該利得又は損失の為替部分はその他の

包括利益に認識し、非貨幣性資産及び負債に係る利得又は損失を純損益に認識する場合には、当該利得又は損

失の為替部分は純損益で認識しております。

②　在外営業活動体

　表示通貨と異なる機能通貨を使用している在外営業活動体については、資産及び負債は期末日の直物為替レ

ートにより、収益及び費用は直物為替レートの期中平均を用いて表示通貨である日本円に換算しております。

　在外営業活動体の財務諸表の換算から生じる為替換算差額は、その他の資本の構成要素に含めて表示してお

ります。

(4) 現金及び現金同等物

　現金及び現金同等物は、手許現金、要求払預金及び容易に換金可能であり、価値の変動について僅少なリスク

しか負わない取得日から満期日までの期間が３ヶ月以内の短期投資としております。

(5) 棚卸資産

　棚卸資産は、取得原価と正味実現可能価額のいずれか低い方の金額で測定しております。棚卸資産の取得原価

は、原材料費、直接労務費、その他の直接費及び関連する製造間接費（正常生産能力に基づいている）が含まれ

ており、個々の棚卸資産に代替性がない場合は個別法により、また個々の棚卸資産に代替性がある場合は主とし

て加重平均法に基づいて配分されております。各棚卸資産の正味実現可能価額は、通常の事業の過程における予

想売価から、完成までに要する見積原価及び販売に要する見積費用を控除して算定しております。

(6) 有形固定資産

　有形固定資産については、原価モデルを適用し、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を控除した

価額で表示しております。

　取得原価には、資産の取得に直接関連する費用、解体、除去等に係る費用、及び設置していた場所の原状回復

費用等が含まれております。

　減価償却費は償却可能価額をもとに算定しております。償却可能価額は、資産の取得価額から残存価額を差し

引いて算出しております。土地等の償却を行わない資産を除き、見積り耐用年数にわたって定額法で減価償却を

行っております。主な見積耐用年数は以下のとおりであります。

　・建物及び構築物　　　２年～50年

　・機械装置及び運搬具　２年～16年

　なお、見積耐用年数、減価償却方法及び残存価額は連結会計年度末日ごとに見直しを行い、変更があった場合

には、会計上の見積りの変更として将来に向かって調整しております。

　取得後コストは、通常の修繕及び維持のための費用はすべて発生時に費用として処理し、当該項目に関連する

将来の経済的便益が当社グループに流入する可能性が高く、かつその費用を合理的に見積ることができる場合に

は、当該資産の帳簿価額に含めるか、又は適切な場合には個別の資産として認識しております。
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(7) 無形資産及びのれん

①　のれん

　のれんは取得原価から減損損失累計額を控除した価額で表示しております。

　のれんは償却を行わず、年に一度、もしくは減損の兆候を識別した時にはその都度、減損テストを行ってお

ります。

②　無形資産

１．個別に取得した無形資産

　無形資産については、原価モデルを適用し、当初認識時に取得原価で測定しております。当初認識後、取

得原価から償却累計額及び減損損失累計額を控除した価額で表示しております。

２．研究開発費

　研究活動の支出は、発生した年度の費用として計上しております。

　開発過程（又は内部プロジェクトの開発段階）で発生した費用は、以下のすべての条件を満たしたことを

立証できる場合にのみ、資産計上することとしております。

　・使用又は売却できるように無形資産を完成させることの技術上の実行可能性

　・無形資産を完成させ、さらにそれを使用又は売却するという企業の意図

　・無形資産を使用又は売却できる能力

　・無形資産が可能性の高い将来の経済的便益を創出する方法

　・無形資産を完成させて、無形資産を使用するか又は売却するために必要となる、適切な技術上、財務上

及びその他の資源の利用可能性

　・開発期間中に無形資産に起因する支出を信頼性をもって測定できる能力

　無形資産の当初認識額は、無形資産が上記の条件のすべてを初めて満たした日から開発完了までに発生し

た費用の合計額であります。無形資産が認識されない場合、開発費用は連結会計年度の費用として認識して

おります。

　当初認識後、取得原価から償却累計額及び減損損失累計額を控除した価額で表示することとしておりま

す。

３．企業結合で取得した無形資産

　企業結合で取得した無形資産の当初認識額は、取得日現在における公正価値で認識しております。

　当初認識後、企業結合で取得した無形資産は、取得原価から償却累計額及び減損損失累計額を控除した価

額で表示しております。

４．償却

　無形資産は、見積耐用年数にわたって、定額法で償却しております。主な無形資産の見積耐用年数は以下

のとおりであります。

　・ソフトウェア　　　　　２年～５年

　・顧客関連無形資産　　12.5年～29年

　・技術関連無形資産　　　５年～19年

　なお、見積耐用年数、減価償却方法及び残存価額は連結会計年度末日ごとに見直しを行い、変更があった

場合には、会計上の見積りの変更として将来に向かって調整しております。耐用年数を確定できない無形資

産及び未だ使用可能でない無形資産については、償却を行わず、年に一度もしくは減損の兆候を識別した時

に、その資産又はその資産の属する資金生成単位グループで減損テストを実施しております。
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(8) リース

　当社グループは、契約の締結時に契約がリースであるか又はリースを含んでいるかを判定しております。契約

が特定された資産の使用を支配する権利を一定期間にわたり対価と交換に移転する場合には、当該契約はリース

であるか又はリースを含んでいると判定しております。

　契約がリースであるか又はリースを含んでいると判定した場合、リース開始日に使用権資産及びリース負債を

認識しております。リース負債は未払リース料総額の現在価値で測定し、使用権資産は、リース負債の当初測定

の金額に、開始日以前に支払ったリース料等、借手に発生した当初直接コスト及びリースの契約条件で要求され

ている原状回復義務等のコストを調整した取得原価で測定しております。

　当初認識後は、使用権資産は耐用年数とリース期間のいずれか短い年数にわたって、定額法で減価償却を行っ

ております。

　リース料は、利息法に基づき金融費用とリース負債の返済額に配分し、金融費用は連結損益計算書において認

識しております。

　ただし、リース期間が12ヶ月以内の短期リース及び原資産が少額のリースについては、使用権資産及びリース

負債を認識せず、リース料をリース期間にわたって、定額法又は他の規則的な基礎のいずれかにより費用として

認識しております。

(9) 非金融資産の減損

　棚卸資産及び繰延税金資産を除く、当社グループの非金融資産については、連結会計年度末日ごとに減損の兆

候の有無を判断しております。非金融資産は、事象あるいは状況の変化により、その帳簿価額が回収できない可

能性を示す兆候がある場合に、減損の有無について検討しております。減損の兆候がある場合には、その資産又

はその資産が属する資金生成単位グループごとに回収可能価額の見積りを行っております。資金生成単位グルー

プは、他の資産又は資産グループから概ね独立したキャッシュ・イン・フローを生成する最小の識別可能な資産

グループとしています。のれんについては、事業セグメントと同等かそれより小さい単位で、のれんを内部管理

する最小の単位に基づき資金生成単位グループを決定しております。

　持分法適用会社に対する投資の帳簿価額の一部を構成するのれんは別個に認識されないため、個別に減損テス

トを実施していませんが、持分法適用会社に対する投資の総額を単一の資産として、減損している客観的証拠が

あるかどうかにより減損の兆候を判定し、減損テストを行っております。

　回収可能価額は、「処分コストを控除した後の公正価値」又は「使用価値」のいずれか高い金額となります。

使用価値の算定は、貨幣の時間的価値と当該資産又は資金生成単位グループの固有のリスクを反映した税引前割

引率を使用して見積った割引後キャッシュ・フローにより測定しております。

　資産又は資金生成単位グループの回収可能価額がその帳簿価額を下回った場合には、その差額を減損損失とし

て当期の純損益に計上しております。認識した減損損失は、まずその資金生成単位グループに配分されたのれん

の帳簿価額を減額するよう配分し、次に資金生成単位グループ内ののれんを除く各資産の帳簿価額を比例的に減

額するように配分しております。全社資産は独立したキャッシュ・イン・フローを生み出していないため、全社

資産に減損の兆候がある場合、全社資産が帰属する資金生成単位グループの回収可能価額に基づき減損テストを

実施しております。

　過去に認識した減損損失は、連結会計年度末日において、損失の減少又は消滅を示す兆候の有無を評価してお

ります。減損損失の減少又は消滅を示す兆候があり、回収可能価額の算定に使用した見積りに変更があった場合

に減損損失を戻入れております。当該減損損失の戻入れは、戻入れ時における資産又は資金生成単位グループ

が、仮に減損損失を認識していなかった場合の帳簿価額を超えない範囲で行います。ただし、のれんについては

減損損失の戻入れは行っておりません。当該戻入れは、以前に認識した減損損失の戻入れとして純損益に認識し

ております。
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(10) 金融商品

①　非デリバティブ金融資産

　売上債権及びその他の債権は発生日に、それ以外については約定日に認識しております。金融資産の認識の

中止にあたっては、金融資産からのキャッシュ・フローに対する契約上の権利が消滅した場合、又は金融資産

からのキャッシュ・フローを受け取る契約上の権利を譲渡し、かつ、当該金融資産の所有に係るリスクと経済

価値のほとんどすべてを移転している場合に認識の中止をしております。

　当社グループは、金融資産を当初認識時に償却原価で測定する金融資産、その他の包括利益を通じて測定す

る負債性金融資産、その他の包括利益を通じて公正価値で測定する資本性金融資産及び純損益を通じて公正価

値で測定する金融資産に分類しております。その概要は以下のとおりであります。

償却原価で測定する金融資産

　負債性金融商品に対する投資のうち、契約上のキャッシュ・フローが元本及び利息の支払のみであり、その

契約上のキャッシュ・フローを回収することを事業目的としているものについては、償却原価で測定しており

ます。

　償却原価で測定する金融資産は、公正価値（直接帰属する取引費用を含む）で当初認識しております。当初

認識後、当該資産の帳簿価額は償却原価は実効金利法を用いて測定しており、必要な場合には減損損失を控除

しております。

FVTOCIの負債性金融資産

　負債性金融商品に対する投資のうち、契約上のキャッシュ・フローが元本及び利息の支払のみであり、その

契約上のキャッシュ・フローを回収すること及び当該投資を売却することの両方を事業目的としているものに

ついては、公正価値（直接帰属する取引費用を含む）で測定し、原則としてその評価差額をその他の包括利益

に認識（以下「FVTOCI」という。）しております。FVTOCIの負債性金融商品に対する投資の認識を中止した場

合には、連結財政状態計算書のその他の資本の構成要素に含まれる公正価値の純変動の累積額を純損益に振り

替えます。

FVTOCIの資本性金融資産

　資本性金融商品に対する投資については、売買目的で保有するものを除きFVTOCIとすることを選択しており

ます。FVTOCIの資本性金融資産は、公正価値（直接帰属する取引費用を含む）で当初認識しております。当初

認識後は公正価値で測定し、公正価値の変動は「その他の包括利益を通じて測定する金融資産の公正価値の純

変動」として、その他の包括利益に含めております。FVTOCIの資本性金融商品に対する投資の認識を中止した

場合には、連結財政状態計算書のその他の資本の構成要素に含まれる公正価値の純変動の累積額を利益剰余金

に直接振り替えており、純損益に認識しておりません。FVTOCIの資本性金融商品に対する投資から生じる受取

配当金は、金融収益の一部として純損益に認識しております。

FVTPLの金融資産

　負債性金融商品に対する投資のうち、償却原価で測定する又はFVTOCIとするもの以外については、公正価値

で測定し、評価差額を純損益に認識（以下「FVTPL」という。）しております。FVTPLの金融資産は、当初認識

時に公正価値で測定し、取引費用は発生時に純損益で認識しております。

②　非デリバティブ金融負債

　当社グループは、非デリバティブ金融負債として主に借入金、仕入債務及びその他の債務等を有しておりま

す。借入金はその取引日に、公正価値から借入金の発行に直接帰属する取引費用を控除して当初認識しており

ます。また、その他の非デリバティブ金融負債は公正価値（直接帰属する取引費用を含む）により当初認識し

ております。非デリバティブ金融負債は、当初認識後、実効金利法に基づき償却原価で測定しております。

　当社グループでは、非デリバティブ金融負債が消滅した場合、つまり、契約上の義務が免責、取消又は失効

となった場合に、当該負債の認識を中止しております。
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③　金融資産の減損

　当社グループは、償却原価で測定する金融資産及びFVTOCIの負債性金融資産について、当初認識時点から信

用リスクが著しく増加していない場合には、12ヶ月の予想信用損失を損失評価引当金として認識しておりま

す。当初認識時点から信用リスクの著しい増加があった場合には、残存期間にわたる予想信用損失を損失評価

引当金として認識しております。信用リスクが著しく増加しているか否かは、債務不履行発生のリスク変動に

基づいて判断しており、債務不履行発生のリスク変動があるかどうかの判断にあたっては、以下を考慮してお

ります。ただし、重大な金融要素を含んでいない営業債権については、当初から残存期間にわたる予想信用損

失を認識しております。

　・金融資産の外部格付

　・内部格付の格下げ

　・売上の減少などの借手の営業成績の悪化

　・親会社、関連会社からの金融支援の縮小

　・延滞（期日超過情報）

　また、予想信用損失は、契約上受け取ることのできる金額と受け取りが見込まれる金額との差額の割引現在

価値に基づいて測定しております。

④　金融収益及び金融費用

　金融収益は受取配当金、受取利息及び為替差益等から構成されています。金融費用は支払利息及び為替差損

等から構成されております。受取利息及び支払利息は実効金利法を用いて発生時に認識し、受取配当金は当社

グループの受領権が確定した日に認識しております。為替差損益は、外貨建ての借入金、又はその他の金融資

産について、期末日の為替レートへの換算替えから生じた損益を計上しております。

⑤　デリバティブ取引

　当社グループでは、営業活動等に伴って生じる為替相場変動リスクに晒されております。これらのリスクを

回避あるいは軽減するために、為替予約及び通貨オプション等のデリバティブ取引を利用しております。

　当社グループでは、すべてのデリバティブ取引を契約上の権利又は義務が発生した時点で公正価値にて資産

又は負債として当初認識しております。ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引はありません。当初認

識後はデリバティブ取引を公正価値で測定し、その変動は金融収益又は金融費用として認識しております。

(11) 引当金

　引当金は、当社グループが過去の事象の結果として現在の法的又は推定的債務を有しており、当該債務を決済

するために資源の流出の可能性が高く、当該債務の金額について信頼性のある見積りが可能である場合に認識さ

れます。

　貨幣の時間的価値の影響が重要である場合、引当金は当該負債に固有のリスクを反映させた割引率を使用した

現在価値により測定しております。

　各引当金の説明は以下のとおりであります。

１．製品保証引当金

　一部の連結子会社は将来の無償修理に要する費用の支出が見込まれる金額を計上しております。

２．資産除去債務

　当社及び一部の国内連結子会社は賃借不動産の原状回復義務を負っております。当該原状回復義務を履行す

るための見積費用を認識しております。

３．損害賠償引当金

　将来発生が見込まれる違約金等の支払いに備えるため、合理的に見積りが可能な額を認識しております。
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(12) 従業員給付

①　短期従業員給付

　短期従業員給付は、従業員から関連するサービスが提供された時点で費用として認識しております。当社が

従業員から過去に提供された労働の結果として支払うべき現在の法的又は推定的債務を負っており、かつその

金額について信頼性のある見積りが可能である場合に、支払われると見積られる金額を負債として認識してお

ります。

②　退職後給付

　一部の連結子会社は確定給付型年金制度及び退職一時金制度を採用しております。

　確定給付に係る資産及び退職給付に係る負債は、確定給付型年金制度に関連する債務の現在価値から制度資

産の公正価値を差し引くことにより算定しております。確定給付型年金制度に関連する債務の現在価値及び関

連する当期勤務費用、並びに過去勤務費用は、予測単位積増方式を使用して制度ごとに個別に算定しておりま

す。割引率は、将来の給付支払までの見込期間を基に割引期間を設定し、割引期間に対応した連結会計年度末

日時点の優良社債の市場利回りに基づいて算定した場合と等しくなる単一の割引率を見積って算定しておりま

す。

　確定給付型年金制度から生じる数理計算上の差異はその他の包括利益で認識し、発生時にその他の資本の構

成要素から利益剰余金に振り替えております。また、過去勤務費用は発生時の純損益として認識しておりま

す。確定給付型年金制度が積立超過である場合には、当社グループは、確定給付に係る資産を当該確定給付型

年金制度の積立評価額と資産上限額のいずれか低い方で測定します。

　また、一部の連結子会社は、確定拠出型年金制度を採用しているほか、当社及び国内連結子会社は日本国が

運営する厚生年金保険制度の適用を受けております。確定拠出型年金制度及び日本国が運営する厚生年金保険

制度への拠出は、従業員が関連するサービスを提供した時点で費用として認識しております。

(13) 株主資本

　普通株式は資本に分類しております。

　新株又は新株予約権の発行に直接起因する付随費用は、手取金額からの控除額として資本に計上しておりま

す。

　当社グループ内の会社が当社が発行した株式を買い入れる場合には、当該株式が消却又は再発行されるまで、

当社の株主に帰属する資本から控除しております。

(14) 新株予約権

　当社及び一部の連結子会社は、有償で持分決済型の新株予約権を発行しております。発行価額は付与時の公正

な評価単価により決定し、付与時に現金で受領しております。

　また、連結財政状態計算書には当社の発行した新株予約権をその他の資本の構成要素に、連結子会社の発行し

た新株予約権を非支配持分に含めて計上しております。

(15) 収益

　当社グループでは以下の５ステップアプローチに基づき、顧客への財やサービスの移転との交換により、その

権利を得ると見込む対価を反映した金額で収益を認識しております。

　　ステップ１：顧客との契約を識別する

　　ステップ２：契約における履行義務を識別する

　　ステップ３：取引価格を算定する

　　ステップ４：取引価格を契約における履行義務に配分する

　　ステップ５：履行義務を充足した時点で（又は充足するにつれて）収益を認識する
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(16) 法人所得税

　法人所得税費用は当期税金及び繰延税金から構成されております。これらは、その他の包括利益で認識される

項目、資本に直接認識される項目及び企業結合によって認識される項目を除き、純損益で認識しております。

　繰延税金資産及び負債は、資産及び負債の会計上の帳簿価額と税務基準額との間に生じる一時差異に対して認

識しております。ただし、企業結合以外の取引で、かつ会計上の利益にも税務上の課税所得にも影響を及ぼさな

い取引における資産又は負債の当初認識に係る一時差異については、繰延税金資産及び負債を認識しておりませ

ん。さらに、のれんの当初認識において生じる将来加算一時差異についても繰延税金負債を認識しておりませ

ん。

　子会社及び関連会社に対する投資に係る将来加算一時差異について、繰延税金負債を認識しております。ただ

し、一時差異の解消時期をコントロールでき、かつ予見可能な期間内での一時差異が解消しない可能性が高い場

合には認識しておりません。子会社及び関連会社に対する投資に係る将来減算一時差異に係る繰延税金資産は、

一時差異からの便益を利用するのに十分な課税所得があり、予測可能な将来に一時差異が解消される可能性が高

い範囲でのみ認識しております。

　繰延税金資産は、未使用の税務上の繰越欠損金及び将来減算一時差異のうち、タックスプランニングの機会を

考慮し、将来の課税所得に対して利用できる可能性が高い場合に限り認識しております。繰延税金資産は毎連結

会計期間末日において回収可能性を見直し、将来その使用対象となる課税所得が稼得される可能性が高くなくな

った範囲内で繰延税金資産の帳簿価額を減額しております。

　繰延税金資産及び負債は、当期税金資産と負債を相殺する法律上強制力のある権利を有しており、かつ法人所

得税が同一の税務当局によって同一の納税主体に課されている場合には、相殺して表示しております。

(17) 非継続事業

　非継続事業には、既に処分されたか又は売却目的保有に分類された企業の構成要素が含まれ、当社グループの

一つの事業を構成し、その一つの事業の処分の計画がある場合に記載されます。

(18) 支払配当金

　親会社の株主への支払配当金は、親会社の株主総会による承認が行われた時点で当社グループの連結財務諸表

に負債として認識しております。

(19) １株当たり利益

　基本的１株当たり当期利益は、親会社の所有者に帰属する当期損益を、その期間の自己株式を調整した普通株

式の加重平均発行済株式数で除して計算しております。希薄化後１株当たり当期利益は、希薄化効果を有するす

べての潜在株式の影響を調整して計算しております。
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ものづくり（部品・材料） ペン先部材・コスメ部材・金属部材等のものづくりに関する事業

ものづくり（音響機器関連） 音響機器等のものづくりに関する事業

その他
医療検査に関する事業

　・予防医療事業における研究開発・サービスの提供

４．事業セグメント

(1) 報告セグメントの概要

　当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、最

高経営意思決定機関である取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う

対象となっているものであります。

　当社グループは販売体制を基礎とした業種別のセグメントから構成されており、「ものづくり（部品・材

料）」、「ものづくり（音響機器関連）」、「その他」の業種を報告セグメントとしております。

　前連結会計年度まで、「ものづくり」、「ヘルスケア」の２つを報告セグメントとしておりましたが、「ヘル

スケア」セグメントのうち医療情報に関する事業を担っていたＪＭＤＣの株式の一部を譲渡し連結の範囲から除

外したことを機に、当連結会計年度より、「ヘルスケア」セグメントを廃止し、「ものづくり」セグメントの内

訳であった「部品・材料」、「音響機器関連」また従来の「ヘルスケア」セグメントに属していた医療検査に関

する事業はその重要性から「その他」とした、３つの報告セグメントに変更しております。

　なお、医療情報に関する事業を非継続事業に分類し、セグメント情報から控除しております。これに伴い、前

連結会計年度のセグメント情報については、非継続事業を除いた継続事業のみの金額に組替えて表示しておりま

す。

　また、「音響機器関連」セグメントに属するPEAG, LLC dba JLab Audioの企業結合に係る取得対価の配分につ

いて、当連結会計年度に暫定的な会計処理を確定したため、前連結会計年度の関連する数値情報を修正再表示し

ております。

　各報告セグメントに属するサービスは下記のとおりであります。

(2) 報告セグメントごとの売上収益、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

　報告セグメントの会計処理の方法は会計方針における記載と同一であります。

　セグメント間の内部売上収益は、市場価格や製造原価を勘案し、価格交渉の上決定した取引価格に基づいてお

ります。

　セグメント利益の事業EBITDAは営業利益±その他の収益・費用＋減価償却費及び償却費（使用権資産の減価償

却費を除く）の計算式で算出しております。
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（単位：百万円）

報告セグメント

調整額
連結財務諸表

計上額
ものづくり

その他 合計
部品・材料 音響機器関連

売上収益

外部顧客からの売上収益 12,282 41,107 1,090 54,481 － 54,481

セグメント間の内部売上収

益又は振替高
－ － 0 0 △0 －

合計 12,282 41,107 1,090 54,481 △0 54,481

セグメント利益

事業EBITDA 4,185 7,076 273 11,535 △795 10,739

営業利益への調整項目

その他の収益 － － － － － 253

その他の費用 － － － － － △1,109

減価償却費及び償却費 － － － － － △3,815

営業利益 － － － － － 6,068

持分法による投資損益 － － － － － △248

金融収益 － － － － － 1,027

金融費用 － － － － － △1,532

税引前当期利益 － － － － － 5,315

その他の項目

減価償却費及び償却費 1,044 2,735 24 3,804 10 3,815

使用権資産の減価償却費 35 564 24 625 57 683

減損損失 － － － － － －

のれん 19,490 32,983 － 52,473 19,706 72,179

借入金 20,741 60,997 － 81,738 13,880 95,619

(3) 報告セグメントごとの売上収益、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自　2021年１月１日　至　2021年12月31日）

（注）１　事業EBITDAの調整額△795百万円には、全社費用△795百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セ

グメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント間の内部取引は、独立企業間の条件により行われております。外部顧客からの売上収益は、連結

損益計算書で用いられる方法と同様の方法で測定されております。

３　減価償却費及び償却費は、使用権資産の減価償却費を除いた金額です。

４　のれんの調整額は、非継続事業に属するのれんの額であります。

５　借入金の調整額は、借入時の付随費用に係る帳簿価額の調整額及び報告セグメントに属さない借入金の合計

額であります。（各セグメントの借入金は債務額であります。）
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（単位：百万円）

報告セグメント

調整額
連結財務諸表

計上額
ものづくり

その他 合計
部品・材料 音響機器関連

売上収益

外部顧客からの売上収益 12,717 59,516 1,282 73,515 － 73,515

セグメント間の内部売上収

益又は振替高
－ － － － － －

合計 12,717 59,516 1,282 73,515 － 73,515

セグメント利益

事業EBITDA 3,718 8,234 272 12,226 △858 11,367

営業利益への調整項目

その他の収益 － － － － － 341

その他の費用 － － － － － △6,202

減価償却費及び償却費 － － － － － △4,245

営業利益 － － － － － 1,262

持分法による投資損益 － － － － － △2,286

金融収益 － － － － － 6,767

金融費用 － － － － － △1,798

税引前当期利益 － － － － － 3,944

その他の項目

減価償却費及び償却費 1,103 3,090 40 4,235 9 4,245

使用権資産の減価償却費 37 625 27 689 36 725

減損損失 － 5,914 1 5,916 － 5,916

のれん 19,490 29,099 － 48,589 － 48,589

借入金 2,513 3,317 － 5,830 42,223 48,054

当連結会計年度（自　2022年１月１日　至　2022年12月31日）

（注）１　事業EBITDAの調整額△858百万円には、全社費用△858百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セ

グメントに帰属しない一般管理費であります。

２　減価償却費及び償却費は、使用権資産の減価償却費を除いた金額です。

３　借入金の調整額は、借入時の付随費用に係る帳簿価額の調整額及び報告セグメントに属さない借入金の合計

額であります。（各セグメントの借入金は債務額であります。）
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前連結会計年度
（自　2021年１月１日

至　2021年12月31日）

当連結会計年度
（自　2022年１月１日

至　2022年12月31日）

 ① 親会社の普通株主に帰属する利益

　親会社の所有者に帰属する当期利益（百万円） 5,115 101,548

　親会社の普通株主に帰属しない当期利益（百万円） － －

　基本的１株当たり当期利益の計算に使用する当期利益（百万円） 5,115 101,548

　　継続事業 4,426 4,145

　　非継続事業 689 97,403

 ② 期中平均普通株式数

　期中平均普通株式数（株） 35,629,019 35,651,769

 ③ 基本的１株当たり当期利益

　基本的１株当たり当期利益（円） 143.58 2,848.36

　　継続事業 124.23 116.27

　　非継続事業 19.35 2,732.09

５．１株当たり当期利益

(1) 基本的１株当たり当期利益の算定上の基礎
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前連結会計年度
（自　2021年１月１日

至　2021年12月31日）

当連結会計年度
（自　2022年１月１日

至　2022年12月31日）

 ① 希薄化後の普通株主に帰属する利益

　基本的１株当たり当期利益の計算に使用する当期利益（百万円） 5,115 101,548

　当期利益調整額（百万円） △102 △102

　希薄化後１株当たり当期利益の計算に使用する当期利益（百万円） 5,012 101,446

　　継続事業 4,420 4,045

　　非継続事業 592 97,400

 ② 希薄化後の期中平均普通株式数

　期中平均普通株式数（株） 35,629,019 35,651,769

　新株予約権による普通株式増加数（株） 12,143 －

　希薄化後の期中平均普通株式数（株） 35,641,162 35,651,769

 ③ 希薄化後１株当たり当期利益

　希薄化後１株当たり当期利益（円） 140.64 2,845.48

　　継続事業 124.02 113.49

　　非継続事業 16.62 2,731.99

 希薄化効果を有しないため、希薄化後１株当たり当期利益の

 算定に含めなかった潜在株式の概要

子会社が発行する新株

予約権の一部について

は、希薄化効果を有し

ていないため、希薄化

後１株当たり当期利益

の算定に含めておりま

せん。

当社及び子会社が発行

する新株予約権の一部

については、希薄化効

果を有していないた

め、希薄化後１株当た

り当期利益の算定に含

めておりません。

(2) 希薄化後１株当たり当期利益の算定上の基礎
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会社名 主な事業内容 報告セグメント

株式会社ＪＭＤＣ
医療データベースの開発・提供、医療ビッグデ

ータの分析
ヘルスケア

株式会社ドクターネット
遠隔画像診断による放射線科業務支援サービス

の研究開発・販売
ヘルスケア

エヌエスパートナーズ株式会社 医療機関に対する経営コンサルテーション ヘルスケア

株式会社ユニケソフトウェアリサーチ
保険薬局向けレセプト処理システム等及び医薬

品データベースの開発・販売
ヘルスケア

（単位：百万円）

ものづくり ヘルスケア 合計

非継続事業の損益

売上収益 － 20,845 20,845

売上原価、販売費及び一般管理費 △0 △16,381 △16,381

その他の収益 7 54 62

その他の費用 － △94 △94

営業利益 7 4,423 4,430

金融収益 － 43 43

金融費用 － △187 △187

税引前当期利益 7 4,278 4,286

法人所得税費用 － △2,118 △2,118

非継続事業からの当期利益 7 2,160 2,168

非継続事業からの当期利益の帰属：

親会社の所有者 7 682 689

非支配持分 － 1,478 1,478

６．非継続事業

　2022年２月にＪＭＤＣの一部株式を譲渡したことにより、当社はものづくりを中心とした経営資源の集中を一段と

進め、当社のグループ事業の状況を適切に反映するため、マネジメント・アプローチの視点により報告セグメントを

変更し、その結果、以下の事業について非継続事業に分類いたしました。

　また、ものづくりセグメントに属していた写真処理機器事業に関する清算中の子会社及び当社支店に係る損益を非

継続事業として分類しております。なお、清算中の子会社につきましては当連結会計年度末に清算が完了したため連

結から除外いたしました。

(1) 報告セグメント

　ものづくりセグメント、ヘルスケアセグメント

(2) 非継続事業の業績

　非継続事業の業績は以下のとおりであります。

前連結会計年度（自　2021年１月１日　至　2021年12月31日）
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（単位：百万円）

ものづくり ヘルスケア 合計

非継続事業の損益

売上収益 － 3,287 3,287

売上原価、販売費及び一般管理費 △0 △2,890 △2,890

その他の収益（注） 3 146,843 146,846

その他の費用 △20 △36 △57

営業利益（△は損失） △17 147,202 147,185

金融収益 0 0 0

金融費用 － △9 △9

税引前当期利益（△は損失） △17 147,192 147,175

法人所得税費用 △1 △49,621 △49,622

非継続事業からの当期利益（△は損失） △18 97,571 97,552

非継続事業からの当期利益（△は損失）の帰属：

親会社の所有者 △18 97,422 97,403

非支配持分 － 148 148

その他の収益

子会社株式売却益 100,726百万円

投資有価証券評価益 46,108百万円

当連結会計年度（自　2022年１月１日　至　2022年12月31日）

（注）ヘルスケアセグメントに含まれておりましたＪＭＤＣの売却による売却益及び残存持分の評価益は、その他の収

益に計上しており、その金額は以下のとおりです。

７．後発事象

　該当事項はありません。

８．継続企業の前提に関する注記

　該当事項はありません。
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